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凡例
fl）
1．本年表稿は、先に「井伏鱒二著作年表稿」と超して発表してきた著作年表を受けて、
昭和10年に発表された井伏鱒二の著作（座談会などを含め、井伏鱒二の署名で発表さ
れたもの）を網羅することを目的としたものであり、初出証紙（もしくは初出単行本
・叢書）の発行月日（奥付などの記載による）の順に従って、現物未確株のものも含
め、調査しえた限りものを抽出した。
2．初出についての各事項は、標題（本文に付されているものによる）を最初に掲げ、初
出能紙の名称、初出総紙の巻号、掲載亘、発行年月日＜（）内に印刷納本日付＞、
発行所＜発行団体が明示されていない場合は、発行人名＞の名称、絹集人名＜（）
内に縮集人と発行人が異なっている場合のみ発行人名。なお、発行人・縞集人ともに
奥付に記載されているものに従ったので、表紙などにうたわれている楯葉音や実質的
な縞集着などとは必ずしも一致しないことがある＞、価格を記し、次いで書能的な解
題を記した。また、＜　＞内に適宜必要な情報を補足した。但し、新聞・週刊誌の通
常号は印刷納本日付が記されていないので掲出せず、また、新聞の発行所名・発行人
名・価格も省喝したが、夕刊については実際の発行日付を（）内に記しておいた。
なお、単行本・叢書などが初出と推定されるものも、初出絃紙と同様にここに掲出し
ているが、その際、単行本・草書であることを『』に括って示し、掲載貢、発行日
付く（）内に印刷納本日付＞、発行所名＜（）内に発行人名＞、価格の順に掲げ
た。また、筑摩書房増郵版『井伏鱒二全集』（元版・1964年9月25日～1965年8月30日、
増補版・1974年3月20日～1975年7月28日）未収録のものを中心に、＊の後に、内容紹
介と短評を加えた。
3．座談会・詩・翻訳・アンケート回答などについては、標題のところに串を付してその
旨を記した。
4．本文の標題に付された副題などは、－で括って示した。
5．シリーズ名・欄名・特集名などで、本文・目次などに表示されていても、副題とはみ
なしがたいものは、＝で括って示した。
6．締着が補ったことばは＜　＞で括り、標題のないものは＜無感＞として掲出した。
7．（）、【】は原文にあるものをそのまま生かした。
8．標題・引用文の表記は、原則として、新漢字・旧仮名遣いに従った。
9・引用に当たって、新聞などで、文末に抗点を僅用している場合も初出本文に従ったが、
行末の句読点が省鴫されていると推定されるものは、（）に入れて補った。また、
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くりかえし符号は、同ノ字点r々」あるいは一一Aツ点「ゝ」に統一して、二字分以上の
くりかえし符号は用いなかった。
10．初収録の単行本・叢書については、解感のところに記し、筑摩書房増補版『井伏鱒二
全集』所収のものは、擦膚の後に、その収録巻数を丸数字によって示した。さらに、
続けて、『井伏鱒二自適全集』（新潮社・1985年10月10日～1銅年10月20日）所収の
ものについても、特に「自」と付した丸数字によってその収録巻数を示した。また、
上記全集以外の再録者については、解題で述べた初収録のものも含め、［］に入れ
（2）
た番号によって再録されている単行本・叢書を示した。その際、主として、永田龍太
郎綿『井伏鱒二文学者結く改訂増補版＞』（永田書房・1985年5月30日）によるととも
に、『井伏鯨二日避全集』所収のものについては、同全集補巻所載の松本武夫「育舐」
に負った。
11．まえがき等で、摘：伏鱒二文学者能く改訂増補版＞』に再録されているものについて
は、轢感の後に★を付して示した。
12．初出蹄紙などが不明のものも、今後の調査を持つ者味で掲出し、その情報の出所を記
した。その際、発表もしくは執筆年月日が推定できるものは、その推定月（年）の末
尾に掲げた。なお、？によって、当該事項が現物（および写真・複製）未調査のため
不明であるか、あるいは二次資料などによって推定したことを示した。
13．何回かにわたって掲載されたものについては、その初回のところに、連載回数・再録
書・解題など全体にわたる事項を記した。ただし、短篇連作のような形態で、初出標
膚に連続性が纏めにくいものは、一々の箇所で示した。
14．井伏作品を収載した単行本・叢書の初版初刷については、初出即寺本・叢書として掲
出したものも含め【】で示して抽出し、その書経的事項を記した。但し別人の著者
に序文・推薦文等を寄せただけのものについては、再掲することはしなかった。各事
項は、単行本・叢書の名称、締着、発行所＜（）内に発行人名＞、初版初刷の発行
年月日＜（）内に印刷納本日付＞、明記してあるものは発行部数、判型、目次真数
・本文頁数・あとがき真数（p．の左に置いた数字によって総真数を示した。また本文
真数には申扉も数えた）等、価格、明記してあるものは襲模・挿画著名、の順に記し、
収録作品名（本文に付された標掛こよる）を掃出した。また、合着の場合はできるか
ぎり各々の作品名・著者名も明示しておいた。なお、その際、初版初刷の現物が見ら
れなかったものについては、◎を付して示した。さらに、単行本・叢書に収録されて
いる作品のうち、初出未詳であるが、本年表の対象期間中に発表されたとも考えられ
る作品については、偶々の作品名のところに米を付して示した（ただし、執筆あるい
は発表時期を推定して、該当期に抽出したものは除いた）。
15．本年表稀は、前田貞昭・棲目広治・遠藤伸治・藤村猿・丸川浩r井伏鱒二著作年表」
（磯貝英夫縮『井伏鱒二研究』・渓水社・1984年7月10日）の謝塵をもとに、遺漏・誤
謬を補綴し、より詳細な事項を加えて作成した。『井伏鱒二研究』所収「井伏鱒二著
作年表」作成の際には、『文芸年鑑』、小田切進綿『現代日本文芸総覧』全3巻補巻1
（明治文献・1988年1月25日～1973年8月25日）、永閏龍太郎綿『井伏鱒二文学書経』
（永田者房・1972年8月20日）、米田清一「解題」（筑摩番房増補版『井伏鱒二全集』）、
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大越嘉七綿「井伏鱒二作品年譜」（『井伏鱒二の文学』・法政大学出版局・1980年9月
15日）、涌田佑「書誌及び文献を配した井伏鰍二年譜」（『私注・井伏鱒二』・明治書
院・1981年1月25日）を鍋塵の基本とさせていただいた。そして、今回は、上記に加え、
鳥越倍『日本児童文学史年表』2講座日本児垂文学別巻2（明治書院・1977年8月25日）
『全集・内容綜覧』上下現代日本文学綜覧シリーズ1圧1外アソシエーツ・1982年8月
10日）、『全集・作家名綜覚』上下同2（同・1982年7月10日）、青山毅『神歌全集・
内容綜覧』上下間6（同・1988年2月20日）、松本武夫「啓結」（『井伏鱒二自選全集』
補巻）の謝査を利用させていただいた。とりわけ‥故瀬尾政紀氏による『井伏鱒二著
作目録稿』（瀬尾哩子・1988年5月24日）に負うところが大きい。なお、一々すべてに
わたって注記しなかったが、上記渚年表と本年表稿との異同は、現物調査の結果．，本
年素描において補繚したものである。
注
1）「井伏鱒二著作年表稿（昭和18年～20年）」（酌岐阜大学教養部研究報告』21号・1986
年2月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～15年）」（『岐阜大学教養部研究報告』2
2号・1987年3月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～20年）補遺J（『兵庫教育大学
研究紀要』9巻2分何・1989年2月）、「井伏鱒二著作年表稀（昭和13年）」（『兵庫教育
大学近代文学雑志』1990く1号〉・1990年1月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和12年）」
『兵庫教育大学研究紀要』10巻2分翻・1990年2月）、「『井伏鱒二著作年表稿』手控え
1」（『兵庫教育大学近代文学雑志』2号・1991年1月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和
11年）」（『兵庫教育大学研究紀要』11巻2分冊・1991年2月）。なお、「井伏鱒二著作年
表稿（昭和9年1月～6月）」（『兵庫教育大学研兜紀要』12巻2分冊・1992年2月）を公表
の予定である。
2）以下に、その番号、単行本・叢書の層感、発行所、発行年月日、の順に掲げる。なお、
現物未調査のものは×を付して示し、初版初刷以外で確結したものは＊を付して示した。
1．肩車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田書房　　1936．4．5
2．私の文壇生活を藷る　文壇花形十五作家の自伝　　新潮社　　　1936．5．25
3．静思夜
4．集金旅行
5．山川草木
8．蛍合戦　新選随筆感想叢書
7．オロシャ船　新選名作叢書
8．丹下氏邸　昭和名作選集11
9．風俗　随筆集
10．夏の狐　井伏鱒二随筆全集1
11．おこまさん
12．山の宿　井伏鱒二随筆全集2
13．風貌姿勢　井伏鱒二随筆全集3
14．仲秋明月　詩集
15．丹下氏邸
18．仲秋明月　手幅文庫
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三笠書房　　1936．8．15
版画荘　　　1937．4．20
雄風館音頭　1937．9．27
金星堂　　　1939．9．20
金星堂　　　1939．10．20
新潮社　　　1940．2．15
モダン日本社1940．8．17
番陽堂書店　1941．3．23
輝文館　　　1941．6．15　＊
春陽堂書店・1941．10．20
番陽堂酋店　1942．2．18
地平祉　　　1942．9．20　＊
新潮社　　　1945．10．25
地平祉　　　1946．5．15　×
17．オロシャ舶
18．風貌姿勢
19．夏の狐
20．現代日本文学選集6
21．井伏鱒二選集3　雑肋集
22．井伏鱒二選集6架空動物譜
23．井伏鱒二集
24．現代日本小説大系52　昭和十年代7
25．連拝隊長
26．集金旅行・さざなみ軍紀　創元文庫
27．本目休診・集金旅行　現代日本名作選
28．井伏鱒二作品集2
29．井伏鱒二集　現代日本文学全集41
30．井伏鱒二集・河上徹太郎・中島健蔵集
31．集金旅行　角川文庫
32．源太が手紙
33．集金旅行　新潮文庫
新星祉　　　1948．7．10
三島音房　　1948．12．20
三島者房　　1947．2．15
細川書店　　1948．5．25　×
筑摩粛房　　1948．9．20
筑摩啓房　　1949．2．25
新潮社　　　1950．8．30
河出番房　　1950．10．30
改造祉　　　1951．4．30
創元社　　　1951．10．10
筑摩書房　　1952．11，．15
割元祉　　　1953．3．15
筑摩書房　　　相53．12．20
現代随想全集22
創元社　　　1954．5．20
角川諮庸　　1954．9．20　×
坑靡苗房　　1956．1．30
新潮社　　　　柑57．10．30　群
34．井伏鱒二集　定本限定版全100巻現代日本文学全集
35．井伏鱒二
38．井伏鱒二集
37．場面の効果
38．井伏鱒二集
39．井伏鱒二集
40．風貌・姿勢
41．井伏鱒二
サファイア版昭和文学全集16
現代の文学6
日本の文学53
日本文学全集41
名著シリーズ
カラー版日本文学全集23
42．井伏鱒二・上林鴫発　現代日本文学大系85
43．井伏鱒二集　現代日本の文学21
44．山桃魚・本日休診　講談社文庫
45．人と人影　現代日本のエッセイ
46．さざなみ軍記
47．井伏鱒二集　日本現代文学全集41
48．井伏鱒二集　増補決定版全143巻現代日本文学全集
49．井伏鱒二　アイボリーバックス版日本の文学53
50．井伏鱒二の自選作品　現代十人の作家4
51．大波小波　匿名批評にみる昭和文学史1
52．井伏鱒二集　現代の随想17
70
筑摩書房　　1961．11．？×
角川書店　　　柑62．7．5　×
河出酋房新祉1985．10．8
大和嘗房　　1966．10．15
中央公論社　1966．11．5
集英社　　　1967．5．12
講談社　　　　バ帽7．10．5
河出書房新社1969．4．30
筑靡粛房　　1970．8．5
学習研究社　1970．9．1
講談社　　　1971．?
毎日新聞社　】972．5
??
??
ほるぷ出版　1972．12．1
集英社　　　1973．3．8
70
筑摩嘗房　　1973．4．1×
中央公論社　1973．9．？X
二見書房　　1976．8．30
東京新聞出版局1979．3．5
弥生番房　　1982．7．20
53．人と人影　現代日本のエッセイ　講談社文芸文庫　講談社　　　1990．2．10
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54．鶏肋集・半生記　講談社文芸文庫　　　　　　　　講談社　　　1990．8．10
55．山の宿・晩春の旅　講談社文芸文庫　　　　　　　講談社　　　1990．10．10
56．文士の風貌　　　　　　　　　　　　　　　　　　福武書店　　1991．4．15
＊［34］［48］については、『創業50周年筑摩音頭図書総目録1940－1990』（筑靡番房
・1991年2月8日）のp．213、P．220の記述によった。
付記
本著作年表橘の作成に当たっては、国立国会図書館、日本近代文学館、神奈川近代文学
館、阪急学園池田文庫、大阪府立中之島図音飽、神戸市立中央図書館、彦根市立図書館舟
橋垂一記念文庫の資料を利用させていただいき、その際多方面からの御助力を賜った。兵
庫教育大学附属図番館情報サービス係、岐阜大学附属図書館参考調査係の利用者サービス
によって、各種の資料利用・複写ができた。また、山内祥史氏、林泉氏、鈴木貞美氏、関
井光男氏、牧戸車氏に資料や情報を頂戴した。感謝申し上げる。
どんな些細なことでも、お気付きの点があれば、〒673－14　兵庫県加東郡社町下久米94
2－1兵庫教育大学言語糸教育講座　前田貞昭宛てお知らせいただければ幸甚である。
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奥利根の藤原村［1．12］
文芸・3巻1号・PP．t42～148・1月1日（昭和9年12月9日）・改造社・山本三生・50銭
本文末尾に「（十二月三日）」とある。『肩車』（野田啓房・昭和11年4月5日）
に初収録。『肩車』所収本文末尾には「九年十二月三日」とある。＊群腐県利根
郡水上村大字藤原村の紀行文。「七箇月前、私は奥利根の藤原村に行って来て、
もう一・度この村に行ってみたいと思ってゐた矢先、都合よく『文芸』縮輯部から
その美人村を謝査して来る気はないかといふ話を受けた。爾めに応じ私は直ちに
出かけて行った次第だ、今ではどんな田舎に行ってみても、田舎の古典味ある風
習は無惨に亡びてしまふ宿命のもとにおかれてゐる。奥利根の仙境といはれてゐ
たこの藤原村も同じ宿命からまぬかれる筈はなく、この村も四分作の凶荒と不景
気とに弱ってゐる。そして誰もその対策を見つけることができないで、たゞこの
村には美人が多いといふだけの話である。」とはいいながら、この村の産業統計
を示し、村に伝わる伝説や古蹟あるいは風習を紹介する。
日常勉学のこと＝作家年頭書＝
行動・3巻1号・Pl）．188～188・1月1日（昭和9年12月10日）・紀tr咽屋出版部・農相三
郎・70銭
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ても従兼の通り活蘭な舌諺を持ち出すことができないやうである。それで私の筒
人的な希望を云ってみれば、今年からは私もこつこつと創作できるやうに緒は†
生活に求心力を生じさせたいものであると考へる。」「あまり無精すると、新し
いイズムも知らないでゐることがある」が、「どんなイズムでもそれぞれ相当な
ものであって、その日の面白くない一日の処世潮としてみても優雅なものであら
う」。「日常のイロハからやりなはすことが、緊急な事項であるかと考へる。」
＜無題＞＝諸家に訊く＝　＊アンケート回答
戒人形・6巻1号・P．30・1月1日（昭和9年12月10日）・蝋人形社・西条八十・30銭
アンケート項目は「1、新年を迎へて貴下の文学上の御抱負および計画等につい
て　2、貴下の現日本の縛に対しての御所感」。＊「特筆すべきほどの抱負これ
なく汗顔至極に候。尚は今日の縛はたいていみんな面白く拝見いたし候。」以上
井伏回答全文。
座談会　文学の積極性　＊座談会
あらくれ・3巻1号・PP．37～49・1月1日（昭和9年12月18日）・紀伊国屋出版部・徳田
一穂・15垂蟄
出席者、尾崎土郎・楢崎働い癌腫上欄畑阿部知二・井伏鱒二・桐山潤・小寺菊子
・塵生犀星・徳田秋声・巾村武羅夫・舟橋塑一一・豊岡三郎・田辺茂一一・小城英知
・今井邦子・岡田三郎。＊井伏の発言は、舟橋塑一一と豊田三郎に促されて「凶作
地帯の感想」について、「おもろしくないですよ。暗くてね。」「ほんとにつま
らないですね。」といった趣旨のものが僅かに見られるだけである。この座談会
の発言について、「困借の情況j（『中外商業新報』朝刊・昭和2月1日～3日）に
釈明がある。
ラヂオしぐれ＝創作特斬十四顆＝［4］
新潮・32年1号・PP．131～138・1月1日（昭和9年1．2月20日）・新潮社・中根駒十郎・70
銭　t
本文末尾に「（完）」とある。本文冒頭に「【こゝで「私」といふのは某氏のこ
と】」とゴチックで紀されている。「ラジオしぐれ」と改麒して『集金旅行』
（版画荘・昭和12年4月20日）に初収録。＊「私のうちと表のうちとは、住宅建築
規定にそむくかもしれないほど建物と建物とが接近してj　いる。「最近になって
お隣りでは大きな音を出すラヂオをとりつけた。」「せっかく意気込んで原稿を
書きださうと」しても、邪魔になって迷惑なこと甚だしい。「女房を説き伏せて
お隣りへ行ってそれとなくラヂオがうるさいと抗議させようといふ計画」は失敗
する。「私はラヂオの音から逃れるため、昼間のうちだけでも間借りすることに
して新聞に貸聞きがしの広告を出した。」が、実地に見に行っても適当な貸間は
ない。あるとき、同郷の者たちが集まる会合で、ラジオの髄晋に困惑していると
いう演説をしたところ、その同郷会の会長が自分の別宅を貸すという。しかし、
これも、気の進む話でもない。おまけに、「私の女房が完全に私をからかって私」
－　8　－
に　r『貸間あり』といふ手紙j　を寄越したのである。
抗弁の煤＝異風文人随筆集（かはりだねきくLや・ふでのまにまに）＝
サンデー毎日・14年5号・P，3・1月20日・大阪毎日新聞社・荒木利一一郎・12銀
＊「甚だしいのになると、私のことをナンセンス作家だと云ってゐる人がある。
しかし私はまだ特定のイズムによって小説を番いたこともなく、況んやましてナ
ンセンスといふイズムを擦榛したこともない。埋草でもいいつもりで、やくざな
形式で随筆など書くこともあるが、それは私の網はば家風の或る′一一よっの都合によ
るものである。およそ云ひたいことばかり多い世の中であるにもかかはらず、私
たちは一一一つの区切られた範囲のなかだけで云はなければならない立場にある。我
慢するのも味はひがあることかもしれないが、何となくほろにがい感じでもある。」
r私の好きなマラルメといふフランスの縛人が次のやうな縛をうたってゐる。ク
げに吾がために／わがために／われは貧しく／ひとり咲く。．ク私はこの縛の文句
をたいへん好きである。野の草花や蜜蜂に呼びかける歌よりも、そんな生ぬるい
のはなく思ひ入れよろしく強烈に折へて来る青葉である。」「アルチウル・ラン
がウの詞に、♂この不孝には／屑託のないやうに。誰といふ一句があったと記憶
するが、これもマラルメの『ひとり咲く』縛と同義語のたぐひに近いだらうと思
はれる。j rしかし私はまだ『ひとり咲く』禍の境地にまで到達してゐるもので
はない。」先日も神近市子との関係を思い違いして、執拗に尋ねる巡査がやって
来た。神近市子についての尋問には慣れてはいる。rところが先日は、巡査の尋
問は更らに強硬で、それを隣りの部民できいてゐる私はとりわけ不愉快であった。」
「私」の日頃の生活ぶりからすると「怪しい人間だと恩ほれても仕方がないだら
うと私のうちのものは力説する。」「しかしこんなのんきな疑ひをかけられるの
は、ナンセンス作家と云はれるよりも甚だしく気らくな感じである。」しかし、
巡査が帰った後で夫婦喧嘩になり、rそして今日もつまらない出来事で一日無駄
になってしまひさうだと考へてゐた矢先き、玄関にききなれない靴りのある声が
した。」「近所へ尾根の修繕に来た」という尾根職人らしいが、「お宅では亨劇
といふのもやるのかね」と尋ねるのである。「えたいの知れない来訪者であった」。
「私はどことなく拍子抜けのした気狩になって、その日は一日ぢゆう仕事する気
力もなく、また外出して友人に会ふのも気恥かしくてならない心地であった。」
甲州渋柿の話（一）　噂1［1．9．12］
都新聞朝刊・16950号・1両・1月22日
1月25日まで4回連載。「甲州の薪」と改腰して『肩車』（野田書房・昭和11年4月
5日）に初収録。『肩車』所収本文末尾にはr（十年一月）」とある。
甲州渋柿の話（二）
都新聞朝刊・1舶51号・1両・1月23日
甲州渋柿の話（三）
－　9　－
都新聞朝刊・16952号・1面・1月24日
甲州渋柿の話（四）
都新聞朝刊・16953号・1面・1月25日
本文末尾に「（終）」とある。
賊　★
『蝶生書経』・PP．297～298・1月25口（川20日）・竹村番房（竹村坦）・2円
【頓生菩提（小説集）】
竹村書房（竹村坦）・1月25日（1月20日）・B叩巨目次3p．本文298p．頻2p．・定価2円
・中川一政嚢横
頓生菩提
丹下氏邸
屋根の上のサワン
青ヶ島大槻寵
鯉
pp．1～鋸　　　休憩時間　　　　　　pp．j．69～186
pp．63～94　　　りべるて座　　　　　pp．187～234
pp．95～109　　惑い仲間　　　　　　pp．235～258
pp．111～155　　　餞吾　　　　　　　　pp．257～269
pp．157～167　　　乗車のついてゐる心懐pp．271～296
痕痕について［上］
報知新聞朝刊・20857号・5面・1月26日
＊「私のからだには凡そ八つの痍痕がある。」種痘の跡やにきびの跡だが、鰯の
疫病は、中学三年の時に高橋貰之と剣道の試合をしていて、彼につけられたもの
である。「私は中学四年のときから剣道そのものをあまり好かなくなった」のだ
が、「生徒仲間で、やはり強い剣道家であると思はれてゐた。」しかし、いまで
は「生兵法の記念として、鵬に傷痕が一つ残ってるるだけである。J
痕痕について［下］
級如新聞朝刊・20858号・5両・1月27日
本文末尾に「（妄言多謝）Jとある。
2月
私の文学的生活＝文学的自叙伝＝［2．42］
新潮・32年2号・PP．11～17・2月1日（1月14日）・新潮社・中根駒十郎・50錬
本文横倍は　r私の文学的生活」、目次は「文学的自叙伝」となっている。そのこ
とについて、本文冒頭で、「諌塔は『文学的自叙伝』といふのであるが、その課
題ではどことなく、恰好がつかないので、『私の文学的生活。月と課題を改蝕する。」
とある。「習作時代」と改題して『私の文塙生活車訝る一文璃花形十五作家の
自伝－』（新潮社・昭和11年5月25日）に初収録。『私の文璃生活を締る』所収
・．lf）－
本文末尾には「（十年一月）J　とある。＊　r私は小学校の子供のときから小説家
にならうと考へてゐた。これは当時、私の郷里では非常に尖端的なことがらで、
私はそれを内心得意に思ってゐた。」そんな「私」の文学に関わる思い出を記す。
井上巡回文庫という移動文庫のこと、兄の作っていた『様相』という雑誌のこと、
兄が『秀才文壇』に　r私」の名前で投稿して迷惑したこと、早稲田時代の友人音
木南八のこと、衆芳閣勤務時代のこと、その間に出会った田中寅太郎・佐藤春夫
・宮沢有為男・サバルワルのことなどを記す。紀述は『文芸都市』同人が解散し
『新文芸都市』を創刊したところで終わっている。
＜無題＞＝懸裳小説の思ひ出／埋もれて了った作家＝　＊アンケート回答
文芸通信・3巻2号・p．37・2月1日（1月15日）・文芸春秋社・菊池武藩・15銭
＊「一、変名で投書し一躍大金を得たことがあります。癖になるといけないと思
って一度だけで止しました。／二、中学時代の友人に井出討六といふ人が大阪毎
日か朝日かに当選しましたが、間もなく病死、惜しい男であります。」以上井伏
回答全文。「変名で投書」云々のこと、また、井出謝六については、「私の文学
的生活」（『新潮』32年2号・昭和10年2月）でも普及されている。
埋草用雑文＝評論・感想＝
あらくれ・3巻2号・Pp．19～21・2月1日（1月18日）・紀伊国屋出版部・増田一穂・15
銭
本文末尾に「（一月五日）j　とある。＊　r今晩はたいへんな風で、ことに風をお
そろしがる私は眠ることも本を読むことも不可能である。」「いま私は病児の枕
もとで矩煤にあたってこれを書いてゐる。」「先日、寒い祭日の日に巣鴨方面の
横町を歩いてゐると入口に臥龍癖といふ扁額をかけた家があった。」「どうやら
私と臥龍窟の主人とは、生活の形式において似通ふところがあるのではないかと
も思はれる。長屋の入口に大きな額をかけ、肩書きつきの表札をかけ、貧乏して
も俗物でないといふところを彼は人に見せたいのだらう。」「私は松飾りも国旗
もたてないで名実ともにひっそりと正月をむかへたが、しかしかういふ気無精な
やりかたは小説を書くさまたげにはなるまいだらうと寧ろうぬぼれてゐる。こん
なのが年をとると反って『臥龍窟』などといふ扁額をかけるのかもしれない。廊
則からいへば、家の入口には目立たないやうに平凡にしておくのがいいのだらう。」
困鰭の情況（上）
中外商業新報朝刊・17810号・8両・2月1日
2月3日まで3回連載。＊「昨年十一月、私は所用あって東北地方に行ったとき、
凶作地帯における農村の困窮状態を見た。そして土地の人から彼等のどうにもな
らない心細い暮しむきを直接きいて来た。文学も社会学もこの現状に対してはま
ことに無力であるのを私は痛感した次第だが、ひるがへつて一筒の作家が精進す
ればするほどその蒸らしむきが切迫して行く事実と思ひあはせ、急角度に私の旅
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行気分は色あせてしまった。」「私」は、各献頭各街頭の凶作地帯義摘金の募集
や新聞の凶作地帯救援の能事を見るたびに、「私の郷里の不断の凶作同然な農民
の生活を思ひ出し、いつも重苦しい気持になってゐたが（、）目の前に直接それ
を見せつけられない状態に立ちかへると、いまにどうにかなるだらうといふ一時
のがれの気持でその日その日を暮らしてゐる。」「『いまにどうになかなるだら
う』といふ口のききかたは文章を書くもののいひぷんとしてずゐぷん投げやりで
逃避的な態度であると非難されるかもしれない。」「けれど私はもう為政者たち
に対して何ごとも期待する資格のない投げやりな気持の一介の市民にすぎないの
である。J rごく最近も私の郷里で河川の修築工事が行はれ」たが、それにおい
てさえr私たちの驚きに僧する大仕掛ないかさまごとが行はれる。私一箇人では
何等痛痔を感じない出来ごとではあるにしても、このいかさまごとが田舎の人た
ちを猛烈な懐疑派にすることは申すまでもない。」「東北の凶伸地帯に行ってみ
て先づ第一に私が感じたのは、決して同情の念を起すとか義渦金を集めるために
奔走しようとかさういふ道徳的な感情ではなく、何よりも先に私は不気味なる人
生といふ感を深くした。木の枝につかまって、手がしびれ耐へきれなくなった人
だけが木から落ちるのである。けれど、手のしびれたことを忘れ、機械的に木の
枝を掴んでゐる人だけが落ちないのである。」「私は凶作地帯の山形県の一部を
見て来たにすぎなかった。けれど人情風習の概念だけは見て来たと思ふ、この概
念を説明するためには何か小さな出来ごとでも甜るのが便宜かもしれないので、
地主と小作人とが馬の仔のことで喧嘩をした話をしよう。」「地主が」「小作人
に一びきの馬を貸してゐるうちに、膚が仔をはらんだので悶着が起った。」小作
人は、この馬の子が生まれないうちから周旋人に完る約束をしてしまうし、近所
の人は、馬のこの周旋で口銭を稼ぐことを考えているし、地主はその馬の子の所
有権を主魂するという事態になったのである。なお、「座談会・文学の積極性」
（『あらくれ』3巻1号・昭和10年1月）席上での発言に対する釈明もある。
ターキー漫描（上）＝文壇人コントラスト訪問①＝
東京月日新聞朝刊・21012号・15面・2月1日
翌日に続載。『大阪毎日新聞』2月8日付け朝刊「水の江潤子のスケッチ」と同内
容。「井伏鱒二と水の江潤子両氏」というキャプションの付された写真が一喪掲
載されている。＊「寄ってたかってかの女に質問をあびせかけても、少女特有な
あどけない返辞をしながらびくともしないといふ点、実に相当なものである。」
歌劇団の労働争議中の活躍ぶりを尋ねようとして、立ち会いの松竹少女歌劇団文
芸部員に邪魔されたりしながらも、質問と応答の内容を記し、「人間はお互に苦
手といふものがある。」という感想らしきものが漏らされる。
困債の僧況（申）
中外商業新報朝刊・17611号・8両・2月2日
ターキー渡橋（下）＝文壇＜コントラスト訪問⑨＝
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東京日日新聞朝刊・21013号・8面・2月2日
1日より続載。
国債の情況（下）
中外商業新報朝刊・17812号・8両・2月3日
本文末尾に「（一月二十八日）」とある。
水の江満子のスケッチ＝ぢくざく問答壇－＝
大阪毎日新聞朝刊・18803号・7両・2月8日
『東京日日新聞』2月1日～2日付け朝刊掲載の「ターキー渡捕」と同内容。
大入叶＜？＞
築地座？・27号？・2月22日？
現物未見。標題・掲載誌・掲載号・掲載日付などは、僅々木増車「雑鉦の挟みも
の－雑証の付録⑯－」（芳雅堂書店在庫目録『書婁』42号・1988年5月18日）
による。佐々木氏によれば、「友田恭助に対する井伏の思い入れを窺うことがで
きるJ文輩だということである。佐々木氏がr『築地座』は公演毎に発行されて
いた」としているところから、友田恭助らの築地座第27回公演の際に発行された
と推測される。田村秋子・内村直也『築地座一演劇美の本質を求めて－』（丸
の内出版・1976年11月20日）によれば、三周年記念の第27回公演は昭和10年2月23
日～26日に岸田国士「職業」（一帯）、森本薫「わが家」（一帯）、久保田万太
郎「釣堀にて」（三幕）を上演した模様。
概算切符一新浦島物諸一
大阪朝日新聞朝刊・19153号・5面・2月24日
挿画・持田卓二。本文末尾に「終」とある。＊「最近創刊された『NIPPON』
といふ洋文字雑穂に掲載するための原稿で」、「浦島太郎の童話を書く必要があ」
った。たまたま「私」は銀座を歩いていて、浦島太郎の末孫だという下浦亮吉と
出会った。浦島太郎のことを聞こうと思って彼とビールを飲んだのはよかったが、
猛烈な睡眠不足のために、間違えて新宿発新潟行きの汽車に乗った上、乗り過ご
してしまう。華中で知り合った女性と懇ろになりにかけて、「私は急いで荻窪行
きの切符を」買って帰って来た。「この話は浦島太郎の竜宮の話とまでは行かな
いにしても、私にとっては先づ新浦島物語ともいふ部顆の事件であらうかと思は
れる。」
3月
酒の害＝ゆもらす＝　⑨［5］
文芸・3巻3号・PP．185～188・3月1日（2月11日）・改造祉・山本三生・80錬
－13　一
本文末尾に「（二月六日）Jとある。「はせ川」と改麿して『山川草木』（雄風
鮨書房・昭和12年9月27日）に初収録。『山川草木』収録の際にかなりの部分が削
除・改稿されている。
母に送る手紙＝手紙文学＝
月刊文章講座・1巻1号・P．52・3月1日（2月14日）・厚生蘭・駒木一男（岡本正一）・
15鏡
rサキモト」と署名のある「癖蛸後記」の末尾には、「広告を出すと否とに拘は
らず毎月十八日には必ず市場に出す。乞御愛抗。」とあるので、本掛ま毎月18日
を発売日とする予定だったようである。但し、1巻3号（昭和10年5月）の「締輯後
記」には、「今後は毎月中旬に、それも成るべく早く出して行きたいと思ふ。」
と一歩後退した表現が見られる。＊候文で書かれた母親宛ての手紙文。「下部温
泉j r幼児圭介」など井伏その人の身辺を書いたとも考えられるが、差出人は
「朴助」となっている。「三月一日」の日付を持つ。
中島健戒に＝特蛸エッセイ十六焉＝　f昏　和宮、［1．9．13．14．16．18．45．52．53．56］
作品・8巻3号（59号）・P．18～22・3月1日（2月15日）・作品社・駒沢文一・40銭
本文末尾に「（一月二日）」とある。『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に
初収録。『肩車』所収本文東尾には「（十年一一月二日）j　とある。
『荒地』＝『荒地』について＝
あらくれ・3巻3号・p．21・3月1日（2月18日）・紀伊国屋出版部・徳田一様・15銭
「締蛸後記Jに「これまでにも同人のうちの誰かがその月の何処かの雑舘に発表
した創作の批評を本結上でする例はあった。しかし、それも試みられる時とさう
でない噂とがあったのだが、今後はそれも出寒るだけやってゆくことにした。そ
の第一回として阿部知二氏作『荒地』（行動二月号所載）と豊田三郎氏作『弔花』
（新潮二月号所載）の二つが姐上にのぼせられた訳である。」とある。＊「田圃
‾荒廃の状が包みかくきず書いてあるが、田恒酎こ在住のものの立場からいへばそっ
けなく書いてあると見えるかもしれない。」「もっともこの小説で阿部君は田園
－7マ
荒癖の状だけを現はさうとしたものではないだらう。ただ読者たる私が、田舎の
ことといへば直ちに荒廃の状を如実痛感してゐる場合なので左様な抗みかたをし
た次第だらう。どうしようもないとは思ひながらもさしせまって一身に関係ある
現実問題である。」
【＝一製酎
佐々木克子＜発行＞・＜ノンブルなし＞・3月6日（3月1日）・300部・和装＜21．2％×
125％＞・＜非売品＞
r巻末に」と題して、r一、佐々木昧津三が亡くなりましてから、先輩知友の方
々が、新聞雑舘にお書き下さいました玉稿を、故人憶ひ出のため集めさせて噴き
一14　－
ました。このまゝ散逸させるのは勿体なく、また、親族の者達の希望もあったか
らでございます。／一、なかには此の集のため特にお麒ひして書いて頂いた方も
ございます。また生前に故人の作品に与へられた御批評も二つばかり採録させて
噴きました。／一、感貴は田中寅太郎先生にお頗ひいたしました。神経召公の故
事に拠られたさうでございます。／一、本文の扉は故人の自筆でございます。／
一、′玉稿の配列は、なるべく故人の経歴を辿るやうにつとめました。／一、出版
に際し多大の御援助を勝りました、山本守三氏、古河三樹氏、久保綱氏、また、
玉稿を御薗投下さいました皆様、玉稿転載を御快諾下さいま‾した皆様方に、厚く
御礼申し上げます。」という無署名の文章がある。巻末の「甘栗集内容」に従っ
て内容を掲げておく。花田伝次郎「佐々木味津三君少年時代の追憶」、石田元季
「おもひで」、夏目一平「『第三帝国』前後」、小笠原梅吉「佐々木味津三先生
の死を悼む」、貞頼卓男「明大時代の佐々木君」、窪田五郎「書信断想」、馬場
孤蝶「好漢味津三君」、五来素川「馬を殴り殺した少年」、伊藤廉「佐々木君と
私」、・商事夫「中野三三〇〇の噴」、小島健三「佐々木味津三を悼む」、宮田重
雄「友人佐々木味津三」、菊池寛「佐々木味津三君の死」、松本泰「書ふな青ふ
なそれを書ふな」、河野退勢「佐々木味津三君の想出」、森下両村「追想断片」、
井伏鱒二「中央沿線の会」、八代康「佐々木味津三君のこと」、田中寅太郎「昨
年の佐々木味津三君」、賀古弓弦「佐々木味津三君」、津村卓男「追想佐々木味
津三氏」、森下雨村「佐々木君を惜しむ」、尾崎士郎「憶！佐々木味津三」、鈴
木彦次郎「畏友佐々木君」、属場孤蝶「更に味津三君を憶ふ」、土師清二・平野
零児・長谷川伸・豊島薫・奥村五十嵐・子母沢寛・上泉秀倍・白井葡二・三上於
鬼書「佐々木さんの面影」、菊池寛「佐々木味津三全集刊行について」、田中貫
太郎　r文章は人格なり」、小笠原長生「烈々火の如き情緒」、白井裔二「武士の
斬り死」、江戸川乱歩「錦絵『右門捕物帖』」、岡本綺堂「捕物鴨の作家として」
久米正雄「人間的大衆作家」、田中寅太郎「鵜と酒」、榊山潤「一周忌に」、佐
宗雅生r佐々木氏を憶ふ」、佐々木克子「よしなしごと」、佐々木五郎「よく喰
ひ、よく遊ぶべし」、佐々木刀之助「如何に報ゆべきか」、山崎淘平「仕事中心
の思ひ出」、佐々木克子「きれざれの憶ひ出」、「年譜」、「告別式記事」、
「弔辞」、「著作年表」、川端康成「佐々木味津三氏の『呪はしき生存』」、白
井裔二「佐々木味津三氏の人と作品」。
芸術と人生＝鍋牛の視角＝
東京日日新聞朝刊・21058号・14面・3月19日
＊「読売の社会面に太宰治氏の行方不明になった記事が出てゐるが、どこかしれ
ない旅ぞらにおいてその記事を見るかもしれない太宰君が、なはさら気をくさら
しなはさら家に帰らなくなれば無念である。私としてはせめて警察の捜索桐にた
よるよりほかに手段がなかったのである。」「私は不安な気持にとらへられてゐ
る。（どうか頼む！太宰君、帰って来てくれ。今日も私は三浦半島へ君を捜しに
行って帰って来たところだ。どうか早く帰って来て、例の重厚味ある小説をたく
さん書いてくれ。それから将棋をささう）私たち誰しも、家出したいと恩ふのは
－15　－
当然のことながら、そのやうなことは思ひとゞまらなくてはいけないのである。」
と失踪した太宰に呼び掛ける。
蒲田の石山能児のことなど［1．13．18］
キネマ旬報・535号・p．62・3月21日（3月18日）・キネマ旬報社・田村幸彦（田中三郎）
・30銭
本文標題に従って掲出したが、目次には「滞田の石山報附のことなどJ　とある。
「映画と石山龍嗣」と改超して『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。
『肩車』所収本文末尾には「（十年七月）」とある。＊「私」や「私」の知人の
映画に対する趣味について記し、映画俳優で唯一知っている石山報嗣について記
す。石山報嗣については傍注肋典」「半生記」等に詳しい。
山・山・人間を統みて＝ブック・レヴュー＝
東京日日新聞朝刊・21069号・6面・3月30日
＊木下仙署『山・山・人間』の書評。この書の新鮮味が「作者の感情が蕗桝とし
た正義感から出発して専ら素朴美に充ちてゐる」ことに起因しているとする。
4月
綴方採点＝児童文の新採点＝
工程・1巻1号・PP．58～57・4月1日（3月20日）・椎の木祖・百田宗治・25銭
内容に輸しては、昭和12年4月5日発行の
供の文章）に再録されたものについて、
庫教育大学研究紀要』10巻・1990年2月）
刊文章』の上製本が昭和12年9月2日に、
『月刊文章』3巻5号（鳴時増刊全日本子
「井伏鱒二著作年表稿（昭和12年）」（『兵
に掲出した際に述べた。なお、上記『月
厚生闇から刊行されている、。
有間皇子＝創作＝
文学界・＜再刊＞2巻4号・Pp．2～7・4月1日（3月25日）・文圃堂書店・野々上慶一・
35銭
5月に続載。目次には「有間の皇子」とある。本文横瀬左脇に「磐自カ、浜松乃枝
平、引結、真幸有者、亦速見武」の歌が引いてあり、本文冒頭酎こ「序（その一）」
とある。＊「これは万葉集に結び松の歌をのこしてゐる有間皇子の伝記であるが、
必要な参考書を人に貸してまだ返してもらへないので、今回は序文といふ名目で
本筋でないことだけを書く。」「結び松」のこと、「有間皇子に関する史実の大
要は日本書紀に簡疎な文章で書いてあるが、私はこれを台本にしてこの文章を綴
りたいと思ってゐるj　こと、そして、「申大兄虚子の大化改新は未曾有の大事業
ではあったが、当時の民衆の苦痛は並たいていではなかったのであJ　り、軍国主
義的で武断政治を行う申大兄皇子の「積極的な性格は、年若い多感な有間皇子に
は諒解できる等がない。しかも先帝孝徳天皇は、申大兄皇子に深い怨みを抱いた
一18　－
まま失意の極において崩御された。有間亀子は先帝孝徳天皇の唯一の皇子である。
その宿命といふ点においても、申大兄皇子に対して反動的であったことは察する
にあまりある」ことなどを記す。
行儀の惑い話（上）＝文芸＝［3］
東京日日新聞朝刊・21086号・8両・4月17日
4月19日まで連載。「お行儀」と改題して『静思夜』（三笠酋房・昭和11年8月15
日）に初収録。＊電車の中で醜態を演じる若い女性や痴漢行為に及ぶ男の話を書
く。
行儀の憩い話（申）＝文芸＝
東京日日新開朝刊・21087号・8両・4月18日
行儀の惑い話（下）＝文芸＝
東京日日新聞朝刊・21088号・8面・4月19日
本文末尾に「（終）」とある。
5月
人物の描写＝指導講座＝
月刊文牽講座・1巻3号・Pp．7～9・5月1日（4月15日）・厚生閣・納本一男（岡本正一）
・15銀
水「概念的になるまいと文学論的に或ひは文壇的に意識するあまり、さういふ意
味で概念的になってゐるもの」、また、「描写にこだはることも批評を気にする
ことも」含めて、「概念的」になることを退けるべきだと主張する。また、「技
術と写実とは並行しないばかりでなく、技術であると意識して使用する技術は写
実の防雷となることが多」く、「小机には者識した技術は不必要を通り越して不
必要である。」という。
坪内道連先生－または以前の不肖なる学生の所感一　骨［1．13．18．40．50．54．56］
早稲田文学・＜第3次＞2巻5号・pp．24～27・5月1日（4月15日）・早稲田文学社・井上
英三・50銭
本文末尾に「（三月十五日）」とある。『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）
に初収録。『肩車』所収本文末尾には「（十年三月十五日）」とある。
校歌＝五月随筆集＝［3］
文芸通倍・3巻5号・Pp．20～21・5月1日（4月15日）・文芸春秋社・菊池武寮・15銭
本文末尾に「（三月三十日）」とある。守静思夜』（三笠書房・昭和11年8月15日）
－17　－
に初収録。＊「牛込鶴巻町に下宿してゐたとき、下宿の窓の下を小学校の子供が
よく校歌をうたひながら通った。」「それを聞く度ごとに私は最早やすがすがし
い幼なごころを失ってゐることを痛感し、その場の自分自身の気持を佗びしいも
のと考へた。」あるとき、その校歌を歌っている子供たちをからかったことがあ
る。校歌に歌われている景色と実景とが、随分と適っていることをからかったの
である。もっとも「私の小学校のときの校歌も、歌詞はあまり芳ばしくない。」
「どこか都会の小学校の校歌をそのまま引用し、山の名前や川の名前など固有名
詞をとりかへたにすぎないものだらう。」
集金旅行第一一日＝創作＝　喧）自（亘）［4．8．1，5．20．21．23．24．25．26．27．28．29．31．33．34．35．
38．38．39．41．43．44．48．47．48．49］
文芸春秋・13年5号・PP．304～318・5月1日（4月18日）・文芸春秋社・菊池武簿・40銭
「集金旅行」のうち。『集金旅行』（版画荘・昭和12年4月20日）に初収録。
浦島太郎一日本の愚もいにLへの憐しき物語一
三田文学・＜第2次＞10巻5号（通巻35巻5号）復活十周年記念（一）・pp．260～262・
5月1日（4月20日）・三田文学会・和木漕三郎（西脇順三郎）・60銭
奥付には「発行所　西脇順三郎」とあって、発行人・締集人の項目がない。奥付
の脇に「投稿、縮蛸、図書雑舐寄贈等は／東京芝区商佐久間町二ノ四／和木漕三
郎－宛」とあるのに従って一応、締集人には和木の名前を掲げておいた。＊浦
島説話のリライト。
有間皇子（二）＝創作＝
文学界・＜再刊＞2巻5号・pP．2～4・5月1日（4月29日）・文問蛍書店・野々上慶一・
35錬
奥付は印刷納本日付を「昭和九年四月二十九日」と渋っている。本文冒頭に「序
（その二）」とある。＊「これは史実研究を目的とする原稿で随筆欄にでも入れ
てもらふつもりでゐたのだが、綿餌者の思ひ遥ひから第一回の分は創作欄に発表
されてしまった。」「改めて随筆欄入れてもらってもいいし、また創作欄でもど
ちらでもいい。ただ私は、有間皇子の悲壮美に充ちた生活を書いて行くうちに、
結び松の歌のもってゐる感動を、やがて自分の身に泌みこませようといふ甚だ勝
手な計画のもとにこの文車を書いてゐるわけである。」と趣意が記されている。
この回においては、もっぱら結び松の習慣について記されている。なお、『文学
界』2巻9号＜奥付には2巻8号とある＞（昭和10年9月）所載の小林秀雄「縞朝後記」
には、「井伏君の『有間皇子』がしりきれとんぼでどうしたかと実は綿覇者も思
ってゐるのだが、盛岡から絵葉書が来て、『前喝。有間皇子を書くつもりであっ
たが、発禁になる性質の史実ゆゑ、ひといきぬいてからとりかゝりたいと考へた。
御諒解を乞ふ。当地、前九年役の古戦場、厨川棚あり風景ほゞ左の如し』とあっ
て魚が池に三匹泳いでゐる画が書いてあって、凡そ要領を得ない。何を考へてゐ
るのか何をしてゐるのか実にわからぬ男である。」とある。
－】8　－
鈴蘭青年のこと（上）＝舗道の初夏・文芸＝［3コ
東京日日新聞朝刊・21115号・8面・5月16日
翌日に続載。『静思夜』（三笠書房・昭和11年8月15日）に初収録。群「鈴蘭の花
が夜店で完れるほど大衆的になったのは私の知人がその端緒をつくったのである。
『鈴蘭青年』といはれてゐた飯塚君といふ私の友人が、銀座の夜店で初めて鈴蘭
を売ることになったのは、この花を美しい花だと思ったからではない。j r飯塚
君は小机または絵をかきたいといふ漠然とした目的で、北海道から出て来て下宿
屋で私の友人の部屋に同宿してゐた。」その飯塚君が土産に持って帰ってきたの
が鈴蘭の花で、下宿屋のおかみさんの勧めで、銀座で売り始めたところ、新聞に
も報道され人気を博したのである。しかし、親争相手が現われ、「飯塚君の花は
さっぱり売れなくなったのである。それ故、彼は花完りを止してしまったが、稼
いだ金は極めて月並みながらカフェの女給に巻きあげられたといふ。J
鈴蘭昔年のこと（下）＝舗道の初夏・文芸＝
東京日日新聞朝川・21118号・8両・5月17日
初夏の亀戸岬
サンデー毎日・14年26号・Pp．10～11・5月26日・大阪毎日新聞社・荒木利一郎・12鏡
本文末尾に「（五月十二日）」とある。＊「この前の大風で室戸岬の風致は可成
りの打撃をうけ」、人々にも相当な被害が出ていた。幸いに天然の栢桐はさほど
の被害がなかったようである。灯台の鳳来、遍路たちと一緒に参詣した国分寺、
高知の町の様子などを記す。
無人島長平（1）　⑨［1．．10．19］
中外商業新報朝刊・17725号・8面・5月28日
5月30日まで連載。『肩車』（野田者房・昭和11年4月5日）に初収録。
無人島長平（2）
中外商業新報朝刊・17726号・8面・5月29日
無人島長平（3）
中外商業新報朝刊・17727号・8両・5月30日
本文末尾に　r（完）」とある。
6月
葉燵革（昏）自噴、［1．9．1．0．19．22．30．32］
早稲田文学・く第3．次＞2巻8号・Pp．140～142・6月1日（5月14日）・早稲田文学祉・井
－19　－
上英三・50銭
『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』所収本文末尾には、
r（十年四月）」とある。
河上徹太郎＝友を誇る＝
文芸首都・3巻8号・pp．128～129・6月1日（5月17日）・黎明社・保高徳満（岩崎四郎）
・35銭
なお、河上徹太郎「井伏鱒二」が続いて掲載されている。また、「カメラの貢」
欄（p．3）に、「銀座を歩く」として、井伏と保高徳蔵の散歩する写真が掲げられ、
「『僕は明日の特急で田中寅太郎さんと土佐へ行くんですよ。その準備の買物で
ね……』／郊外から来た井伏鱒二氏はお天気になったベーブメントの上を風呂敷
包みを手に足駄穿きでカタコト歩く。」というキャプションがついている。＊「河
上と知りあひになってからまだ年月を経たといふのでもないが（、）その間に彼
は、ずゐぷん変化したやうである。人格が変ったといふのではなく、子供らしい
ところがなくなって確然おやぢくさくなったといふ意味である（。「」「なにか
につけて河上は盛んに成長したといふのである。」「彼が非常に無器用な男だと
いふことは友人仲間の定評になってゐる。」「彼の趣味は私と大反対で、彼はゴ
ルフをしたりピアノをひいたり夫人といっしょに散歩などすることがある。J
r河上と初めて知りあこMこなったのも『作品』の会がきっかけで、したがって彼
と知りあってから五周年になるわけである。」
序
『椋の実（童話）』・前付pp．1～2・6月7日（6月3日）・作品社（松村保）・1円
債田幸一著『椋の実（童話）』（挿画・宇都宮鍼太郎、四六判、序2p．目次5p．本
文280p．）の序文。なお、『作品』6巻6号（通巻62号・昭和10年6月）の巻末広告
「『椋の実（童話）』」にもr井伏氏序」として、「序」最後の一段落（「以上、
幼な友達の著作上梓に際し、借越ながら寸感を述べて慶賀の意を表すと云繭。」）
と日付署名（「昭和乙亥三月／井伏鱒二」）を削除したものが引用されている。
＊「鎌田君は僕の子供のときからの友人で、背のひょろひょろと高い温顔の君子
人である。」「単なる童話集といふよりも、幼ないときを追想する随筆風の感か
深い。いづれにしても彼の失はれない純情があふれてゐるのは有難い次第で、職
業的でない天真の筆致には微笑を禁じ得ないところのものがある。地方色もよく
現はれてゐて、模倣のかげがすこしも見えない点、まさしく一つの風格をそなへ
てゐる。」
聴く侭感ずる侭＝雑音録＝
東京日日新聞朝刊・21139号・6両・8月9日
＊ラジオ放送で聴いた桜井忠温「露満国境を行く」、春日井新一郎「稲作追肥の
話」、美術学校の校歌・学生歌についての感想。
ー　20　－
芭蕉の葉逮ひ一念のため申し入れおき候－＝大波小波＝［51］
都新聞朝刊・17089号・1両・6月11日
小田切秀雄締『大波小波一匿名批評にみる昭和文学史－』（東京新聞出版局
・1979年3月5日）に初収録。＊　r拝啓。本欄『回顧する一昔前』といふ論説申、
宮沢有為男に関する記録に恵外なる紋穆これあり候故ここに－一文を投稿つかまつ
り侯Jから始まる、新潮座談会での嘗沢有為男の発言に対する釈明と擁護。この
新潮座談会とは『新潮』24年1号（昭和2年1月）の「新人の戟たる既成文堰及既成
作家－第42回新潮合評会－」を指す。この座談会での宮沢の活躍については、
瑠珪肋集」中でも触れられている。
7月
野口歳一君のこと＝創作＝
早稲田文学・＜第3次＞2巻7号・pP．187～191・7月1日（6月14日）・早稲田文学社・井
上英三・50銭
＊「早稲田の文科のとき私の同級生」だった野口歳一の「吃りはまことにひどい
吃りである。」「どういふめぐりあほせか私たちのクラスには、足のない人、顎
のない人、片腕のない人、胃袋がないといふ人、鼻の折れてゐる人、足の関節の
曲らない人など、不具着がたくさんゐた。J r足のない人は片足の膝から先きが
全然なくて、黒い松葉杖をついて教盤にはひって来た。この人は子供のとき足を
折って医者で切断してもらったといふことで、五十前後の年配であった。その娘
さんは女子大学の文科に行ってゐる。放課後になると、ときどきその女子大学生
は早稲田の正門前に来て父親を待ってゐた。j r野口歳一はきつとこの女子大学
生に手紙でも送り届けたのにちがひない。」父親の老学生と何か一問着はあった
ようだが、「それから後はべつに変ったこともなく、その学期も異変なしに経過
した。次の学期もべつに変ったこともなかった。私は三学期の初めころ学校を止
したので、その後のことはよく知らないのである。」
＜無超＞＝初めて逢った文士と当時の思ひ出＝　＊アンケート回答
文芸通信・3巻7号・p．5・7月1日（6月15日）・文芸春秋社・菊池武寮・15銭
目次には「初めて逢った文士を締るj　とある。＊　r初めて逢った文士は故岩野泡
鳴氏。そのころのことは拙作『喪章のついてゐる心憤』に書きました。岩野さん
が一元描写について大音園されてゐたときのこと、ヤマニバーのことをサンセイ
バーといって、ときどきそこへ飲みに行かれてゐたやうです。」以上井伏回答全
文。
一間一答＝閥　お好きな少女のタイプは？　この夏何をなさいますか？＝＊アンケート回
兜
lこ1
女子文苑・＜1巻＞10号・p．19・7月1日（6月15日）・女子文苑社・植尊重之助（谷忠
一　21－
夫）・25銭
＊「井伏鱒二／拝復、ベツに一定の型といふやうなもの思ひ殻ける趣味これなく
候ふ。今年の夏も旅行に出たいと思ってゐます。」以上井伏回答全文。
統集金旅行＝創作＝　⑧　郎①［4．8．15．20．21．23．24．25．28．27．28．29．31．33．34．35．38．
38．39．41．43．44．46．47．48．49］
文芸春秋・13年7号・pP．352～366・7月1日（6月18日）・文芸春秋社・菊池武寮・50銭
「集金旅行」のうち。『集金旅行』（版画荘・昭和12年4月20日）に初収録。
土佐遊覧＝風景と食味＝［3］
旅・12巻7号・p．98～100・7月1日（6月20日）・日本旅行倶楽部・山中忠彦・30銭
『静思夜』（三笠書房・昭和11年8月15日）に初収録。土佐では吉井勇の名が広く
知られていること、南国の光線が風物を派手やかに見せること、土佐の銘酒、ま
た、遊覧バスの乗車体験などのことについて記す土佐観光案内。
薄の地廻り客＝夏の山と淘＝
サンデー毎日・14年37号・p．9・7月28日・大阪毎日新聞社・荒木利一郎・12銭
本文末尾に　r（七月十七日）」とある。＊「毎年、夏になるとどうしても一度は
漱戸内海に出かけて行って、損料貸しの発動船を仕立てて海上を走りまはらなけ
れば物足りない。」「数年前から瀬戸内海の地まはりをもって自ら任じてゐるJ
所以である。「私は瀬戸内海に出かけて行くと、五日か六日の予定で発動船を借
り受けて、たくさんの島々を一つ一つ訪問する慣はしである。」「淑戸内海のた
くさんの島々は、遠くから見ると一様に夢みるやうに浮かんでゐる。」rLかし
その島に上陸して目近く島の事物風俗を鑑賞してみると、一つ一つの島はそれぞ
れに異なった特色を持ってゐる。その島に人家のあるかぎり、その島には一つの
個性がある。さうしてそれぞれの島の個性を総合してみると、そこに一貫した一一
つの気性が感じられる。その気性がいはゆる島方根性であって、普遍して云って
みれば島国根性である。日本といふ軌こついて知識のない外国人が、日本の国民
性を知るためには先づ淑戸内海の小さな島の風物や住民の気性を知るのが最も手
近な方法ではないかと考へる。」そして、毎年の島巡りの梯子を記す。
8月
尾道＝創作・小説＝　壇1日（丑［4．8．15．20．21．23．24．25．26．27．28．29．31．33．34．35．36．
38．39．41．43．44．46．47．48．49コ
文芸・3巻8号・PP．68～77・8月1日（7月11日）・改道社・山本三生・80銭
「集金旅行」のうち。『集金旅行』（版画荘・昭和12年4月20日）に初収録。
散歩どきの話題＝八月随筆集＝［9］
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文芸通信・3巻8号・p．35～36・8月1日（7月15日）・文芸春秋社・菊池武寮・15銭
『風俗』（モダン日本社・昭和15年6月17日）に初収録。＊「これは昔の書物から
の抜き書きである。ノートにとっておいたのを書きなはす。」と冒頭にあって、
以下、「八水随筆」、「構想白露」からの抜き書き。
変形請の発生［6］
月刊文章溝座・1巻6号・pP．54～55・8月1日（7月15日）・厚生閣・前本一男（岡本正
一）・15銭
新選随筆感想叢書『蛍合戦』（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「青柳瑞
穂は酒をのむと、きつと文章論を提出する。こないだも阿佐ヶ谷の屋台店のおで
ん屋でいっしょに酒をのんだが、彼は酔ふにつれてそろそろ文牽給を持ち出した。」
その青柳と、店番をしていた「もと婦人経論の記者をしてゐたといふ年若い娘さ
ん」との間で、「（氏）といふ言葉の用法」や「このくに」という言い回しにつ
いて薄給になった。フランス文学の翻訳の言い回しが使用されていることがある
が、「かういふ一種の新しい言葉に対して、私たちはどういふ態度をとればいい
か覚悟が必要であらう。」
無人島長平の墓　⑨［1．10．19コ
作品・8巻8号（通巻64号）・pP．119～123・8月1日（7月15日）・作品社・駒沢文一・
40銭
本文末尾に「（六月一日）」とある。「長平の葛」と改題して『肩車』（野田書
房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』所収本文末尾には「（十年六月一日）」
とある。
家出人＝創作＝［4］
中央公論・50年8号・創作pp．57～75・8月1日（7月19日）・中央公論社・牧野武夫・80
銭
本文末尾に「（完）．」とある。『集金旅行』（版画荘・昭和12年4月20日）に初収
録。＊「このたび従弟の健太郎が、町内の須藤学両氏の令嬢クニコさんを連れ出
し東北方面に逐電した事件に関しては、須藤氏の家庭に対してはいふまでもなく
町内をお腹がせして御近所の渚蜜に対してもまことに申しわけない。」という
「私」の陳弁から始まり、「私」の目から見た駆け落ち事件の次第を記す。クニ
コが妊娠してしまい二人に相談を持ち掛けられたr私」．は、仲人よろしく須藤氏
宅を訪ねる。須藤夫人と面談してみると、須藤氏の立腹は甚だしいものがあると
いう。須藤氏がそこへやってくるが、やはり許すわけには行かないというので、
「私」はすごすごと帰るほかはなかった。二週間ばかりして‘、二人は家出してし
まう。「私」は杉並署に捜索願いを出して、心当たりの地に出掛けるが、二人の
行方は依然掴めないままである。
答＝織方と少年噂の思ひ出＝　＊アンケート回答
－　23　－
工程・1巻5号・p．8・8月1日（7月25日）・椎の木祉・百m宗治・25銭
マー7
潔「答　－『雪』、『わが家』、『反省』、『田植え』といふやうな課題が出
たのを覚えてゐます。」以上井伏回答全文。
餞別＝蹄夏コント＝［5．12］
読完新聞朝刊・21011号・5面・8月7日
『山川草木』（雄風館書房・昭和12年9月27日）に初収録。米「私の所蔵してゐる
石地蔵の首」は、「十数年前に、私が隠岐の島に旅行したとき、西郷港の義山で
蒐集された品物である。私は西郷港の高梨旅館といふ宿屋に二週間ばかり泊って
ゐたがたまたま隣りの部屋に滞在してゐた大阪の骨董商人と知りあひになった。」
その骨董商人が恵山にあった石地蔵の首を折り取り、それを「私」への餞別にく
れたのである。
金山踊【上】＝民謡ハイキング17＝　③［1．12］
東京日日新開朝刊・21202号・7面・8月11日
13日に続載。『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』所収本
文末尾には「（十年六月）」とある。
金山踊【下】＝民謡ハイキング18＝
東京日日新聞朝刊・21204号・9面・8月13日
本文末尾に「（終）」とある。
9月
亀＝創作＝　③［6．22］
月刊文章講座・1巻7号・pP．81～83・9月1日（8月15日）・厚生閣・駒木一男（岡本正
一）－・15銭
本文末尾に「（八月六日）」とある。新選随筆感想叢書『蛍合戦』（金星堂・昭
和14年9月20日）に初収録。
10月
＜無題＞＝十年ひと昔＝　＊アンケート回答
若草・11巻10号・PP．178～179・10月1日（9月10日）・宝文館・大業久治・60銀
＊「雄司ケ谷鬼子・母神附近に下宿して、王子行き電車が窓の直ぐそばを通るので
勉強するのにうるさくて困った。この年郷里に一度帰り、秋になって高田町の下
宿に引越した。十二月（？）に不同調新人号の短篇を書いた。」以上井伏回答金
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文。
ゴテ金＝小説＝
週刊朝日秋季特別号・28巻15号・PP．104～112・10月1日（9月13日）・朝日新聞社・大
道弘雄・30銭
挿画・宮本三郎。本文末尾に「（八月四日）」とある。＊「かつて私の郷里から
選出された木枯信一郎といふ元代議士は、東京杉並に大きな邸宅をかまへ手広く
金融業をいとなんでゐる。」彼は、代議士出馬の意思が強く、・大風宮の時には見
舞金を郷里に贈った。その見舞金で水田の唖、石垣の崩れを直したところ、八木
完吉は自分の水田の坪数が減じたと言い立てる。そして、その水田の下の段にあ
る八木梅一一ともども、登記上の面積の方が実測のそれよりも大きかったので、余
分に払った税金を払い戻せと、村役場に要求した。「村長もこの間麿ではよくせ
き困りぬいたものと見え、髪床屋へ散髪に行ったとき不用意にも愚痴をこぼした
といふことである。J rこれを聞き伝へた氏家金助こと一名『ゴテ金』と渾名さ
れてゐる村内の顔役は、村長が村民に選挙干渉したといふ振れだしで町の警察へ
投書した。」ゴテ金の運動の結果、村長は町の警察に引き立てられてしまう。
「かういふ事件が頻発する私の郷党にそのものに対して、私は次第に愛着を失っ
て来てゐるにすぎないのである。私はこんな面白くない郷里など持たないつもり
になりたいと念じてゐる。」一旦釈放された村長は、再度警察に呼び出された。
噂によると、木枯元代議士が村長を告発したのだという。「小学校のとき私の同
級生で、ときどき私に手紙をよこして郷里の模様を知らせてくれる」「村役場の
小便は、心酋己のあまり」、「木枯元代議士に交渉して穏便に麒ひさげしてもらっ
てくれと依頼して来た手紙をよこした。」重ねての手紙で、「私」は木枯元代議
士宅に出向く。ところが出て来たのは、ゴテ金の甥に当たるという淑り次ぎの昔
年であった。均が明かない問答をしているところに水枯元代議士が現われ、「私」
は「新井町花柳地街の『ぽんた』といふ家Jに案内される。「私」を接待して、
木枯元代議士は、問題の争いごとが国府情勢に比すればいかに小さな閲歴である
かと慨嘆の様子を見せて眠ってしまう。「おそらく彼は遵挙区内の不平分子を有
耶無邪にうまくいひくるめたつもりで満足してゐたのだらう。それともまた彼の
支離滅裂な話に自棄をおこし、彼自身で面倒くさくなって寝ころんでしまったの
かもしれないのである。」「私の家に帰って来て酔ひがさめてみると郷里の村役
場の小便に報告する材料はすこしも収穫されなかったことに気がついた。」なお
この「ゴテ金」なる人物のモデルは、r田舎風俗」（『都新聞』・昭和10年11月21
日～23日付け朝刊）に記された「久慈さん」であろう。
風景
作品・6巻10号（通巻86号）・pp．75～78・10月1日（9月15日）・作品社・駒沢文一・
45銭
ママ
＊「私の郷里でも、最近によって遊覧バス、遊覧船の会社を設けようといふ相談
－　25　－
をしてゐる人がある。J r私」の友人である発起者から、「参考のため名勝地と
思ふところをいちいち挙げてみてくれと云って来た。」rこの近傍には、いはゆ
る名勝地として挙げたいところはたくさんある。鞘ノ津も尾道も風景がいい。」
志賀直哉の「児を盗む話」、「暗夜行路」を抗んだ人なら、尾道風景の美しきを
印象しているだろう。「しかし志賀直哉氏の作品によって想像すると、尾道滞在
中の志賀さんを慰めたものはわづかに美しい風景だけであったかと思はれる」と
して、志賀の文葦を引いて、そこに感想を付記する。
解説
『文璃出世作全集』・p．481・10月3日（9月25日）・中央公論社（木田開）・3円50銭
＊「この小品『鯉』は大正十四年二月に書いた。そのころ私は牛込喜久井町営閑
寺境内、倉田キノといふ六十余歳の老婆の経営する素人下宿に止宿してゐた。下
宿の磨さきから早稲田高等学院のプールが見えた。今回この旧稿を翻刻するにあ
たり、幾らか改訂をこころみたのは申すまでもない。文中、晋木南八とあるのは
実在実名の人物だが、南八は文中叙述してあるやうな仕未で逝くなった。その墓
は雄司ケ谷の墓地東南隅、納骨堂の傍らにある。」以上全文。
【文壇出世作全集】
中央公論社（木田開）・10月3日（9月25日）・B5判・序Gp．本文533p．・定価3円50銭
・津田育楓装輯
中央公論社の50周年記念出版。奥付にはその旨の記述はないが、虜には「文壇出
世作全集／中央公論社／五十周年／記念j　とある。島崎藤村の「序」の次に置か
れた中島雄作のそれの冒頭には「中央公論が五十周年を迎へたについて柳目視の
意を表したいと思ってゐた矢先、島崎藤村、徳田秋声、正宗白鳥、菊池寛の諸氏
が発起となって、文壇からお祝ひをして下さった。この『文壇出世作全集』一巻
がそれである。これは現文壇の諸大家が各自作一箱に、その執筆当時の思出を附
して寄せられたもので、これを出世作と呼ぶに相応はしく、何かと意味合ひの深
．い作品のみが収められ、期せずして貴重な史的文献が出来上ったやうな訳である。」
とある。幸田露伴「一利那」から平林たい子「施療宝にて」まで75作家75作品が
集成されている。なお、井伏は「鮭」を寄せ、自作の「解説」を書いている。以
下、作家名と作品名を掲載順に掲げる。なお、標題は統一されていないが、それ
ぞれの作品について自作解説が付されている（ただし、野上弥生子「茶料理」、
真山青果「竜属と半平太」、菊池寛「身投げ救助業」、豊島与志雄「死ね！」、
久米正雄「受験生の手記」には自作解説に当たる文車は付けられていない。また、
中条百合子「一本の花」には本人の解説はなく中野重治の「作者にかはって」が
付されている）。幸田露伴「一利那」、小杉天外「懐折状」、徳田秋声r足袋
の底」、島崎藤村「家畜」、高浜虚子「風流俄法」、上司小剣「煙の皮」、長谷
川如是閑「ふたすぢ道」、近松秋江「青草」、中村雷蔵「剃刀」、真山青果「竜
属と半平太」、正宗白鳥「塵攻」、永井荷風「狐」、森田草平「初恋」、小川未
明「靴屋の主人」、鈴木三重苦「山彦」、有島生周「鳩飼ふ娘」、秋田両省r土
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地」、志賀直哉「網走まで」、中村星湖「女のなか」、宮地嘉六「竹本一座」、
長谷川伸「天正殺人鬼」、野上弥生子「茶料理」、武者小路実篤「三和尚」、長
田秀雄「嘘」、加能作次郎「恭三の父」、吉井勇「俳諸事句楽の死」、吉田紘二
郎「彼岸詣り」、長田幹彦「零落」、江口換「蛇と雉」、山本有三「淘彦山彦」、
里見哲「晩い初恋」、長与善郎「鬼」、前田河広一郎「三等船客」、室生犀星rあ
にいもうと」、久保田万太郎「九月幅」、菊池寛「身投げ救助策j、岡田三郎「地
獄絵」、岸田国士「紙風船」、豊島与志雄「死ね！」、谷崎将二「生きてゐる間」
細田源吉「巷路過程」、久米正雄「受験生の手記」、広津和郎「波の上」、宇野
浩二「枯木のある鳳来」、細田民樹「仏さん」、佐藤春夫「西斑牙犬の家」、藤
森成吉「雲雀」、下村千秋「早天実景」、小島正二郎「一枚看板」、片岡鉄平「争
議小話」、葉山嘉樹「淫売婦」、金子洋文「犬喧嘩」、佐佐木茂索「兄との関係」
洩麻六朗「或る自殺帽扱者」、牧野信一r夜兄の巻」、尾崎士郎「蜜柑の皮」、中
川与一「氷る舞躇場」、十一谷義三郎「白樺になる男」、宇野千代「稲褒」、枝
光利一「赤い着物」、井伏鱒二「鯉」、徳永直「ブロマイドをすてる」、中条百
合子r一本の花」、川端康成r短篇集j（「死顔の出来事」r夏の靴」r心中」
「朝鮮人」「有難う」「髪」）、村山知義「男ましき主婦」、中野重治「砂糖の
話」、林房雄「林檎」、島木健作「壊滅後」、立野信之「溝助」、武田頗太郎「市
井事」、窪川稲子「キャラメル工場から」、藤沢桓夫「首」、丹羽文雄「鮎」、
杯芙美子「朝夕」、平林たい子「施療童にて」。
小国々難（上）［1］
東京日日新聞朝刊・21268号・9面・10月16日
翌日に続載。『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』所収本
文末尾には「（十年十月）」とある。＊「イタリーとエチオピアとがたうとう戦
争をはじめた。」「いづれは弱肉強食の無常感を見せつけられるに定ってゐる。
文学ではこの方則を人道に反することと批判するのが一般の通有となってゐる。」
「ところが私は最近、トルストイの『戦争と平和』を読みなはしてゐて、ナポレ
オンのモスコー侵略を批評してゐるトルストイが」、「『東方計時を続けて行く
べきであった』といふ意味のことをいってゐるのを見て驚かされた。J rいはゆ
る人道主義の大祖ともいふべきトルストイが、このやうな阿漕なことを口走って
ゐたとは私にはいさゝか意外であった。トルストイのいふ通りロシアがもしも凍
方針鴫を持続してゐたなら、当時の日本は相当に打撃を受けたであらうと思はれ
る。」「文化二年、ロシアの海軍大尉、フォストフならびにダヴイドフがわづか
二鰻の軍艦で北海道、千島の日本の植民地を攻略したときにさへ、松前、津軽両
帝では全く手の腹どこLやうもなく、相手の暴状にその成り行きを任せてゐたや
うな始末である。」東方計略は、「ピーター大帝以来のロシアの大方針であった」。
だから、大阪の船頭伝兵衛が東洋語学校の日本請科主任になり、漂流民のソウザ
・ゴンザという二人の少年が助教授になったのも、ピーター大帝のエキゾチズム
によるというよりも、政鴫に利用する目的があったのである。それに対して幕府
の方は方策を欠き、無能なばかりであったが、ナポレオン戦争のために「『ピー
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ダー大帝以来の大方針』といふ南方進出は額挫したわけで、当時の日本幕府には
その間の消息は不明ながら蒸更は一と先づ胸をなでおろしたやうな次第である。J
r最早やナポレオンのやうな人は現れてもらひたくないと考へるが火の雨でも降
らないかぎり戦争は避け難いだらう。しかし等瓦斯や焼夷弾を飛ばすだらうと想
像するだけでも私は相当に気が滅入る。」
小国々難（下）
東京日日新聞朝刊・21269号・9両・10月17日
＜無題＞＝良禽推薦＝　＊アンケート回答
三田新聞・340号・6面・10月18日
＊「拝復最近釣んだ本で面白いと思ったのは炭野随氏著『ボードレール研究序説』、
深田久弥氏の『津軽の野づら』ですが、理由は玩んで面白いといふ点であります。」
以上井伏回答全文。
題材の好み一作品の実話的興味一
帝国大学新聞・595号・9面・10月21日
＊「せんだってある人が、『最近、問題になった小説は突詰めいたものが多いの
ではないか』といってゐたが、これはそれらの小説に対して幾らか非難の意を含
めていってゐる言葉かと思はれる。」「突詰めいたと見える題材の伸品にしても、
その作家自身が退属しないためにさういふ題材を取扱ふのであれば非難すべきで
はない。その感材を取扱ふ作者の態度によって、その態度を批判すべきであると
思ふ。」
11月
葛西善蔵鑑栄一「哀しき父」より－＝鑑裳講座＝
月刊文章講座・1巻9号・Pp．70～71・11月1日（10月15日）・厚生閣・前本一男（岡本
正一）・15銭
見開き二亘の内、上段三分の二に葛西善磯r哀しき父」の一部分を引用し、残り
三分の一に井伏文がある。＊「このやうに作品の一部分を切りとって、それにつ
いて批判をこころみるのは、あまり芳ばしくないことだと私は考へる。J「せめ
て小説だけは学問のつもりで読むべきではないと私は考へてゐる。自分の気持を
処理する目的で抗むのが本格ではいなかと思はれる。いつまでも私は小説の素人
でありたいと念じてゐる。j r葛西氏の頑強な文章には、説明に堕ちた甘い人情
味は見られないやうである。かつて葛西氏が『生活をたたき込む』といってゐた
といふ効果のほどがこのあたりにも現はれてゐるのだらう。」
むらさき＝仲秋随筆＝［1］
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思想国防・1巻2号・Pp．82～85・11月1日（10月25日）・国防教育会・南与之・50銭
『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』所収本文末尾に
は「（十年十月）」とある。＊紫ということばが指す外延の歴史的変化や、色合
いの好みについて記す。
＜無感＞＝一、文芸志望の若き女性に与ふる吉葉／二、艮音椎潟＝　＊アンケート回答
女子文苑・14号・P．15・11月1日（10月28日）・女子文苑祉・横車圭之助（谷忠夫）
・25銀
＊「井伏鱒二／一、女性も男性と区別なく健康に注著し、和漢洋の文学を見るの
がよいと思ひます。／二、人によって良書は異るべき故、自由選択にいたすのが
よろしいかと忠ひます。」以上井伏回答全文。
田舎風俗（一）
都新聞朝刊・17521号・1面・11月21日
23日まで3回連載。＊「私はいま田舎に帰って来てゐるが、毎日ぼんやり暮らし
てゐるうちに最早や二十日あまりも経過した。」東京を発つ喝に、青柳瑞穂から
は備前焼の古い壷を探して来い、農家の表口には備前焼の油徳利や水きしなどの
古いのが転がっていると言われたが、農家の表口などというものは容易に分から
ないのでこちらは止すことにして、「私のうちのもの」の依頼である、風呂場を
建てるための金策について心掛けた。兄にそれとなくこの件を持ち出してみたが、
許は妙な方向に逸れてしまい、金策のことも立ち消えになった。それで、「今度
は、以前から私の計画してゐたクニコさんの風評立直しの工作にとりかゝつた。」
クニコさんは「私」の小学校の同級生で、「いまは東京に出て或大会社の技師の
奥さんになってゐる。」一昨年の十一月に再会した時、クニコさんは、「どうも
村の人は、いつまでもあたくしが派手ずきでお転婆だと感口いってゐるさうです
けれど、あたくしこの通りです」、「今度帰郷なさいましたら、あたしが堅実に
幸福に暮してゐることをみんなに徹底さしてやって下さい」と「私」に頼んだの
である。往還に出てみると、息子が煎餅屋を始めたという山根七郎老人が「私」
を呼び止めたので、「私」は、七郎を相手にクニコさんについて話した。が、ど
うも効果はなかったようである。「クニコさんのおぢいさんは二十数年も村長を
してゐたので、自費で路を修繕したり橋をなほしたりして殆ど財産をつぶしてし
まった。田舎では貧乏すれば人が感日を云ひ大周鹿だといふ。」「田舎において
は村長に大恥をかかせること以外に目ぼしい行動はなささうである。これはいつ
も斬新で人の目をひく事件である。」「久慈さんといふ人はいまでもまだ生きて
ゐて、年はとってもやはり村長をいぢめる道楽が止まないさうである。」数人の
配下の百姓と一緒になって暴力を振るうので、村の人間たちは、久慈さんさえい
なくなれば気楽に暮らせると考えているようだが、その暴力を恐れて「誰ひとり
として久慈さんをやりこめる人は現れない。」「おそらくどこの村にもどこの世
界にも、かういふ手ごたへの久慈さんに似た存在がきつとあるのだらう。」なお、
「ゴテ金J（『週刊朝日』秋季特別号・28巻15号・10月1日）の素材は、この久慈
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さんから得られているようである。
田舎風俗（二）
都新聞朝刊・17522号・1面・11月22日
田舎風俗（三）
都新聞朝刊・17523号・1面・11月23日
本文末尾に「（完）」とある。
志賀直哉と尾道一晩秋一括恭一　⑨　自⑨［1．13．18．22．37．40．50．55］
サンデー毎日・14年57号・PP．24～25・11月24日・大阪毎日新聞社・荒木利一郎・13
銭
本文末尾にr（完）Jとある。副題を削除して『肩車』（野田書房・昭和11年4月
5日）に初収録。『肩車』所収本文末尾にはr（十年十一・月）」とある。
12月
争ひの行方［11．］
新青年・16巻14号・PP．96～105・12月1日（11月1日）・博文館・納谷三千男・60銭
挿画・近藤日出遊。『おこまさん』（輝文館・昭和16年6月15日）に初収録。
＊「仁右衛門氏のうちと伝八郎氏のうちは近郷きっての物もちで、いづれも名代
の旧家である。」「この両家はお互に隣り同志でありながら、お伽噺の鬼ケ島征
伐の桃太郎の昔からひどく伸が惑かったといふ。」「両家の不和は桃太郎の嫡流
争ひに端を発し、この争ひは今日まで持ちこされて来たのである。」「村内に郵
たぢ
便局が新設される事情に立いたったについて、仁右衛門氏と伝八郎氏の不和は急
．に露骨になって来た。」「両者の闇には、いはゆる請願連動の激烈な虎争がはじ
まったのである。」町の郵便局長や県庁の課長への請願・贈賄から始まって、逓
信省への直接運動ということになったのだが、それぞれが頼みとする代義士は現
在東京にはいず、「この村の出身で東京に在住してゐるものは、東京の荻窪とい
ふところで小説を書いてゐるとかいふ井伏鱒二ひとりである。」そこで、井伏鱒
二を訪ねて上京したところ、両者は鉢合わせした上、井伏鱒二も頼りにならない。
そのうち、「新設郵便局長の椅子は隣り相の元村長の息子の日大法学士なるもの
に走ったといふことである。」「伝八郎氏は新穀郵便局の受持つ配達区域内を物
色した挙句、高い山のてっぺんに一軒の家を急造しはじめた。」「郵便局がこの
配達作業のため、商い賃金を出して屈強な人夫を特別に雇ひ入れるなら伝八郎氏
の目的は遂げられるわけである。」同じように、「仁右衛門氏もこの計略を真似
て山のてっぺんに家を建てることにした。」「日大法学士といふ昔年は『見てゐ
てください。僕は披等に対して頑張ってみせます』と大いに力みかへつてゐるさ
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うである。なるほど人びとのいふ通り、どちらが勝つかが見ものであらう。」
オロシャ船＝創作＝［4．7．17］
新潮・32年12号・pp．183～195・12月1日（11月10日）・新潮社・中根駒十郎・50銭
「オロシャ船」のうち。このほかr梅香喝仮鮨」（『中央公論』51年4号・昭和11
年4月）と「レザノット」（『東陽』1巻5号・昭和11年9月）を併せて「オロシャ船」
として『集金旅行』（版画荘・昭和12年4月20日）に初収録。＊寛永の異国船打払
い令は、「当の異国船に対しては竜もききめがなく、国内の庶民をおどかすだけ
の効力を持ってゐた。」「かねがね異国船の来航するたびごとに蒋吏は途方にく
れ、下民どもはそれ見たことかと立ち患いだのである。」「文化元年甲子九月六
日のお昼すぎ、肥前天草の沖に見なれぬ一般の大帆船が現はれた。」長崎奉行所
では、検使や通事をこの異国船に向かわせた。オロシャ船と分かって面倒なこと
になった。というのも、十一年前、ラクスマンがオロシャ国の使節として通商を
求めて来た時に、渡航許可の倍牌を渡しているのである。「このたびその倍牌を
オロシャ人が所持すれば簡単に追ひかへすことはできないだらう。彼等を激昂さ
せるなら、その仕返しされる覚悟をきめる必要がある。」「三十年前このかた典
蝦夷の諸島ことごとくオロシャ国のために蚕食されてゐる。」しかも、日本側は
何の策もなく、傍観しているだけであった。乗船した検使たちは、船室に通され、
オランダ請を介して問答が始まる。使節はレザノットと名乗り、開港の檜牌も持
参しているという。
母＝随筆＝［1］
文芸・3巻12号・PP．76～79・12月1日（11月11日）・改造社・山本三生・60銭
『肩車』（野田書房・昭和11年4月5日）に初収録。『肩車』本文末尾には「（十
年十月）」とある。＊ルナールの「にんじん」の映画を見たことがあるが、「こ
の映画で見る暗い家庭の空気には私は相当にまごっかぎれた。やはり私の田舎の
生家といふのが暗い家庭で『にんじん』の家庭ほどまでには行かなくても、かつ
て兄弟の仲も円満に行かなかった。祖父は一徹で、母は冷い石のやうに気が強く、
兄と私は伸が感く姉は母の云ひつけを守らなかった。御飯をたべるときにも笑ひ
顔などするものはない。みんな其面目さうな顔をしてみんな大急ぎで傘べる。」
「以前、私は久しぶりに田舎に帰っても、『ただいま帰りました』と母の前に手
をついて挨拶することができなかった。」「どうも義務的な殊勝なやうなところ
を親兄弟に見られるのは身を切られるほどたまらない。」母は「無理をしながら
人なかに出ようとして、ききぐるしい感口などいはれるより田舎に帰って静養し
ながら一生を暮らした方がいい」と言う。「要するに母は田舎に私を引きとって、
私といっしょに暮らしたいつもりだらう。それもいいことかもしれないが、ただ
いまのところ私はその決断力に欠けてゐる。」「私は大正六年、この東京に移住
して来た人間であるが、いまだに東京の土地には馴染めない。」「私は東京の堅
いコンクリートの路を非常に好まない。きうかいといって郊外の柔らかすぎるぼ
か土も非常に好まない。」「東京郊外のぼか土は、もともと私は大地として信用
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できかねると称へるのである。私は田舎の滞発色いやさしい土の色を愛好し、躇
めばどっしりと足の裏に応ずるその荘重な土を信用する。」ところが間合の方は
「ただ一つこの明るい天然において、いちばん大事な若らしだけが暗黒であるの
は切実皮肉でやりきれない。私の母はしきりに私に帰農をすすめるが、しばらく
要行きを見た上でなくては決心がつきかねる。」
田舎の話＝十二月随筆集＝
文芸通信・3巻12号・pp．30～31・12月1日（11月15日）・文芸春秋社・菊池武寮・15銭
本文末尾に　r（十一月三日）」とある。＊　rいま私は郷里に帰って来て至極ぼん
やり暮らしてゐる。」青柳瑞穂から備前焼を探して来いとの話はうまく行かなか
ったが、尾道では志賀直哉の旧宅を見つけ出すことができた。空き家になってい
るその小家屋の様子や、「暗夜行路」に出てくる人物たちについても記す。
古い石塔＝年末・お伽島／年末・め－るへんらんと＝
婦人公論・20年12号・PP．97～99・12月1日（11月15日）・中央公論社・牧野武夫・50
銭
＊「せんだって『今年も最早や年末が近づいたので意味なく大いに酒をのむ会』
といふながい名前の会合があった。」先祖自慢をする者が何人かいたが、その中
で浦島太郎の末孫だという一人に対しては、「某雑誌社の腐蛸記者で、兵庫県出
身の」下村君の方が本当の末孫だという芦が上がった。彼の郷里で浦島太郎の末
孫という家が二軒あって争っていたのが、両家の間に縁組が成立し、生まれたの
が下村君だというのである。自分こそが末孫だと席上で最初に言い出した当人は、
自分の所有にかかる浦島太郎の墓があり、それを料埋尾の主人に譲ってやったと
ころ、至れり尽くせりの待遇にあずかったのであり、とういうまさしく浦島太郎
的体験を持つ者こそ末孫としての要素を持っているとしなければならない、と演
説したのであった。
史実ものについて
帝国大学新聞・804号・9面・12月16日
＊「私も昨年『・青ヶ島大概記』といふ史実小説を書いて以来、四等史実小説を書
いてみた。しかし史実小説の流行といふことを考慮に入れて書いたのではない。
また史実小説が流行するであらうなどゝは事実なり得ないことだと私は信じてゐ
る。－・面の理由をいってみれば、私は史実に自分を託すといふよりも、むしろ時
代を託して書いてみるつもりであった。現世への鬱憤も反抗の心得も自分で秘か
に癒しながら、しかも外面さりげなく史実に托して善けさうなところに史実小説
を書く面白さがある。」r現在のところ時代を託さないかぎり私は史実小説を書
く必要はないと思ってゐる。史実の実話的興味だけを尊重するほどなら、それを
現代になぞらへて書いてもいいだらう（。）」「歴史や記録に残る実在人物に、
われわれが感情を移入するのは勝手であるが、事件の現象だけは動かすことがで
きないだらう。素材としていかにも頼もしい感じである。」「私はいま上述のや
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うな理由をつけてみたが、反面また逃避してゐるためであったと自省しなくては
ならないだらう。へんペんたる史実小説を書くことは生活意欲の複製をつくって
ゐるのにはかならないとも考へられる。或はまた動脈硬化のイマジネイシヨンに、
無意識ながら即席の刺激を与へたいためであったともいふことができる（。）」
「いづれにしてもわれわれの書く史実小説は、現実に対し幾らか迂遠であるとい
ふ味はひを持つのが特質である。」
程門立雪＝新聞小説挿絵特輯＝
書窓・2巻3号・p．219・12月18日（12月14日）・アオイ書房・恩地孝四郎（志茂太郎）
・90銭
目次には「『夜ふけの客人』その他」とあって、井伏鱒二の名と挿画を描いた硲
伊之助の名とが並べられている。そして、本文では、井伏の　r程門立雪」が219亘
に、硲の「僕の挿絵」が続く220亘に掲載され、221頁には、「夜ふけの客人」と
「『東京新風景』新宿」に付された、硲の二葉の挿画が掲げられている。＊硲伊
之助は、挿画専門の画家ではないが、「挿絵揮竜にとりかかるにもなみなみなら
ぬ配慮をいたされてゐるかと見受けられる」体験について記す。
歳末怠惰のこと＝歳末赤字報告者【4】＝
読売新聞朝刊・21147号・9面・12月22日
本文末尾に「（十二月十九日）」とある。＊「いまだに私には貧乏をたのしむ境
地が埋解できない。」「しかし貧乏はいつも私の直ぐそばにある。」「今年の年
末はどう落着するかまだ予定はつかないが、昨年の年来は私もすくなからず当惑
した。」三十日の朝、「拙宅の今年六つになる男の子供が発熟した。」医者の診
断では急性肺炎だといい、「応急処置をほどこすにしても輿用は前もって申受け
ると云った。」新聞社に原稿を持ち込んで金の工面はでき、子供も一週間ばかり
で回復した。「ながいあいだの下宿生活で私は不如意な生活に慣れてしまってゐ
る。」「怠けぐせが骨身にしみこんで、いはゆる生活の向上といふ点に邁進しな
いのである。」しかし、年末に金策のため、「外出する有様は、われながらみす
ぼらしいと思ってゐる。」
［12月執筆か？］
肩車→『風俗』（モダン日本社・昭和15年6月17日）所収本文末尾に「（十年十二月）」と
ある。さらに文中に「私のうちの小児は当年六つである」とあって、少なくとも昭
和10年の内に執筆されたと．考えられる。
［参考］『簡窓』1巻4号（昭和10年7月10日）267責に「井伏鱒二作色紙将棋をする固」と
いう色刷りの井伏の絵が掲載されている。なお、目次には、「書物人余技集　4」
とのみあり、色紙中には「津島君と圭介ハサミ将棋をする図　鱒二写」と説明が駄
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えてある。井伏鱒二「太宰治のこと」（『文芸春秋』26巻8号・1948年8月）に、「そ
のころ前売新聞社主催で素人余技の美術展発会があったので、私は太宰君と拙宅の
幼児の写生して『津島君と豚児圭介・ハサミ将棋をするの図』と超する小品その他
を出した。」とあるのは、この色紙を指すのであろう。
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